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平成 19年 3月 4日 (日 )

東尾道駅 (スター ト)～大元神社～大元山古墳跡～高須八幡神社

恋の水碑～掘出地蔵尊～議大松の碑

諏訪加茂神社～大田員塚跡～高須―里塚跡碑

大田の辻堂～四十九番札所～新池・古池～六字名号碑～防地峠の坂

防地峠・藩境碑・番所址

浄土寺山 (瑠璃山)山頂・奥の院 (華の薬師堂)～周囲の景観を観察

おいしい弁当と楽しい休憩

尾道東高等学校内の常夜灯と共美子記念碑

光洋マッチエ場跡～山脇神社～久保小学校校舎～西郷寺

正念寺の延命水～防地ロ

建物疎開によって出来た国道～灰屋橋本家別邸～元図書館跡の円柱

厳島神社・八坂神社とかんざし灯篭、大形の玉乗り型狛犬

勧商場と石段～石屋町～常称寺山門

神鎮小路～熊野神社・水尾井

丹花小路と常夜灯～狭い路地を通る

杓屋小路～長江口 (戦時中拡張される)～小川小路

米場町～おのみち歴史博物館

薬師堂浜 (東浜)～住吉神社～荒神堂

浮御堂小路～尾道商業会議所記念館～奉行所跡

―里塚跡～本陣跡

うずしお小路～芙美子碑前 (到着・解散)

(おまけのコース)・ ・・・時間があれば『喫茶店の実美子」で林芙美子が間借りしていた部屋

を見る。その後、香り高いコーヒーと感想を交えた歓談のひと時で

疲れを取り、解散する。(希望者のみ、コーヒー代は自己負担)
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福山藩の藩境碑

第 3回 1日山陽道を歩く (東躍道駅～尾潮鵬魔 )

・麟 コース 倒颯を参照)
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塀出雪饗翻象暑行大元山古墳Erlの遠景と
防地峠と藝州藩の藩境碑
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村道を行 <と常夜灯がある。

賢92覆含
進む。大元山古墳跡が見

事` t＼
|

国録通登
場跡になつている大元山古 E怠[塁塁重彗言「b肇壽営櫻只流

奎干窓賣見君P「
厳島神社」(大元神

厳島神社・大元神社

祭神は伊弊諸命・伊弊冊命・市杵島姫命の他六柱の神々を祀つている。「大本権御祭礼

当番帳」 (天明 5年)には、社名を大本 (大元)神社 と記 している。

厳島神社は往古より小社であった。次第に破損 し、天文 16年 (1547)大元神社に合祀

された。また大本社・山王社は往古に勧請 されてお り、慶長 17年 (1612)に 再建 され、

山王社 と称 したが、延宝 7年 (1679)に 大本神社に合祀 された。

大本神社は、現在では社名を厳島神社 と云つている。沼隈郡誌には「池の浦厳島の社地

を昔鶴山と構せ り」とある。創建当時の厳島神社はちょうど鶴の首の部分の浜辺に位置 し、

参道は海の中にあり、大鳥居を有 していた。現在の登 り口三差路に防火用水を掘つている

と大鳥居の根っこが出土した。 (高須知っておきたい今昔マップより)

大元山古墳と周辺の古墳

大元山古墳は、鶴山と呼ばれていた大元山にあった前方後円墳で、地元では隣の黒崎山

古墳より大きな古墳であったと云われている。古墳は前方部を東南に向けられ、後円部に

忠魂碑が建てられていた。昭和 33年に調査 されないまま浄水道用地 として自衛隊のブル

ドーザーで削られて浄水場 となって しまった。後から調査 した結果、直刀、鉄鏃、円筒埴

輪の破片が出てきた。尾道市史 (第一巻)には「埋葬形式は竪穴で後円上層部か ら出た副葬

品で (古墳時代)中期の推定」としている。

古墳の規模は 50mか ら70～ 80mと も云われるが 150m説もある。ここで田国会長の話を

聞きま しょう。 (資料参照)

黒崎山古墳 も前方方円墳で前方部が南面に、後円部が東北に向いていた、 とい う。

山と古墳は削 られてボー リング場 となり、その後住宅団地になっている。当時の面影は全

く無 く痕跡は残っていない。
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平山古墳は大元山古墳の東隣の丘にあつたと云われている。だが高西中学校建設によつ

て削られ、内容は不明である。高西中学校の校歌に「鶴羽ヶ丘」という歌詞があるように

大元山を胴体として黒崎山と平山が鶴の羽を広げた形をしている、といわれている。これ

らの山は海中に突き出した小島であることが周辺の地形から理解できる。現在は住宅地に

なっている。

舌暮濠窪ま雹宅暮ら需警F。
移転は

高須八幡神社

忠魂碑の台座そばにある砲弾。3寺々  後から高須八幡神社に入る。新し<
日露戦争当時のものを見かける。   なつた社殿である。

この今宮山も古墳があった場所 と考えられている。創祀は天文 16年 (1547)に勧請 され

慶長 4年、安政 7年に再建、文久元年に焼失 し明治 11年に再建 された。祭神は品陀和気、

帯中津 日子命、息長帯比賣命である。『 西備名匠』には 「当社地元島山な りしを高冶二年

(1659)本庄杢左衛門 (重政)新開奉行 として此沖を築切 り新開 となす より陸路に続けり、

官道 も西村へ通せ しを此地の北邊に通 して尾路に至る」と書かれている。こうして旧山陽

道は今津村から高須村の山際を通る道 とな り防地峠に向 う。

下の絵馬は古い拝殿に掲げられていたもので

新しい拝殿が出来て取り外されている絵馬の一部である。

絹孟寺8資看惣ビ参思ぃテ道以外の

「日支事変武運長久」と刻まれた標
柱。個人による奉献である。
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神社前から国道を越えて入る前の道
が、 1日 山陽道である。

明治天皇崇拝碑



直進する道は新しい道て、旧道は右
に曲がる。

すぐ道は含流した。真っ直ぐ進ぬ。

恋の水碑

この碑の由来について『尾道の民話・伝説』の中に、次のような話が書かれています。

九州の薩摩藩第十六代の藩主 (1533～ 1611)島津義久侯の頃のお話です。

義久侯が参勤交代のため上洛の途中、ちようど高須の中ほどにさしかかったとき、たいへ

んのどが乾いてきました。侯はそばつきの家来に水をさがさせました。そのときさがして

差し出したのが、この恋の水だつたというのです。

行列は進んでやがて今津村に着きました。そのころ今津村の庄屋をつとめていた河本と
いう家にしばらく滞在されましたところ、なぜかひどい熱病にかかられまし/た。侯はしき

りに水をほしがられますので、おそばの家来たちはこの村の水をくんできて差し出しまし

たが、どれも気に入りません。侯は「来る途中高須で飲んだあの水をもう一度飲みたい」
としきりに恋しがられたそうです。

そのときから、この話があたりに伝わって、誰言うとなく「恋しい水」、それがいつの

間にかなまつて「恋の水」と云うようになったといいます。

埋掌警瞳〒あ棟本勝需冒l九年八月
右の旧山陽道の角に「右ちかみち」
と刻まれた道標がある。左の道を進
ぬと「大田貝塚」に行 <。

大田員塚

現在貝塚の周辺は住宅地になつているが、昭和 20年代頃までは一面田んぼが広がつて

いて、当時 とはまったく様子が違っている。大田貝塚跡の一部は史跡 として保存されてい

て史跡の碑が建てられている。碑は二基あり、古い碑には「昭和九年建之高須貝塚跡 高

須村少年園」と刻まれている。新 しい碑には「昭和五十年建設 広島県史跡大田貝塚」と

ある。大田貝塚は、大正 15年 5月 長崎の人手で考古学愛好家の佐藤真穂氏による縄文式

土器の破片を発見 したことに始まる。

発掘は京都大学の清野謙次博士の指導のもとで、尾道高等女学校芳の益見氏、沼隈郡郷

土史.研究会員 20余名が参加 して行われた。 こうして貝塚層の下か ら埋葬メ、骨が 100体前

後出土 した。完全な骨格のもの 66体については、調査 された清野博士の 「原 日本人」説

の研究の一部に使用された。

彗墨奎警F為
詈聖翌革里暑墨脅窪摺

大松があつた場所に建立されている碑。
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埋葬について屈葬が 15体、他は伸展葬である。出土品は土器の破片が多く石器類は磨
製の石斧、打製石器はサヌカイ トである。貝類はもがいが中心で他にカキ、はまぐりとな
つている。遺物の殆んどは京都大学が持ち帰ったが、一部は高須小学校の旧校舎にあり、
中学 1年生の時先生に引率されて、昔のままの防地峠を越えて見学に行つたことがある

`大田貝塚は員の層で白くなっているのかと思つていたが、黒い田んぼに白い貝殻がわずか
IF散 らばっていただけで、「なんだ これが先生の言つていた貝塚か」とがっかりして見
ていたことを思い出した。また小学校にあつた骨や土器の破片はじっくりと眺め、先生の

話を聞いた。そ うしたことが思い出としてある。

こうした人骨や土器片は市立美術館に展示保管 されている。

草だ5けの大田貝塚跡。大正十五年
に京都大学が発掘し六十余体の人骨
が出た。 発見当時の大田貝塚

(尾遵市史より)

これが高須一里塚の碑。

関の地蔵尊

岐阜県関市より祭神を持ち帰 り祀つたとい う。この地蔵は、咳・喉に効 くとされ、ご利

益を受けた人が次々と地蔵を奉納 され増え続けて、30体以上 となった。今も参拝者は多い

1日 山陽道はこの丘を登って行<が、
今は通れない。在の迂回路を下る。

琴寵晃兒星連菫
い
書鰊 。

「高須村少年目」とある。

亀 1ぶ

間の地蔵尊。道の上にある。 電柱のところに一里塚の碑がある。

左の道を下つて進ぬ。 大田の辻堂がある。

-10-



左 |ご小ど5な祠がある。この場所は昔の感じ
が残り、道も狭かつた。

右が新池、左が茶堂池(古池)の間の
道を行<。 左に徳本上人の「南無阿弥
陀仏」六字名号の碑がある。

上り坂であるが、道幅が広<なって
いる。

ここから先が藝州領(広島藩)で、道は下り
になる。右端に藝jll領の藩境標が見える。 渠

山
種8嘉PL」力電8雪F「

従是 福山藩より少し大きな藩境標。「従
是西 藝州領」と刻まれている。

駅E5な足温喜面窪呼惚騒しFつ
て
  貸モ急七F使われていたが、今は無

防地峠と藩境碑

高須町大田の辻堂からバイパスの側道沿いに坂道を上がって行くと、右手にゴルフ練習

場のカンバンが見える。この山が本梨杉原氏の後裔にあたる高須杉原氏によつて築かれた

山城である。 1日 道は新池と古池 (茶堂池)の北側 (バイパスの道)を通つていたが、現在

は池の間の道を通る。防地峠への道は急坂で旧道の面影が残つていて、峠の頂上に着くと

藩境碑が見える。手前の家の近くに福山藩の藩境碑がある、道を隔てて藝州藩の碑がある。

峠の風景はすっかり変わってしまった。開発されるまでは寂しいところであった。写真

を見比べて欲しい。家の後ろに番所跡の建物が残っているが、ひどい痛みようである。

屋根にはシー トがかけられ、内部は農具などが置かれている。昭和 20年代には岩田さ

んが住んでおられたのを知っている。

碑は藝州藩のほうが少し大きく「従是東 藝州領」とあり、福山藩の碑には「従是西

福山領」とある。藝州藩の碑の横を通り、尾道の市街に下つて行く。左の建物は会社の寮

で、尾道バイパスの トンネルの真上にある。

峠から浄土寺山への自動車道を進み、頂上の展望台を目指す。市街が一望できる絶好の

場所で昼食にする。

尾道番所 (1口福山藩)(昭和10年頃)
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ここから浄土寺山に登ってい<。 以前
|ま この道はな<、 細い山道だった。

浄土寺山の展望台が見える。あそこ
で昼食をする。

雷馨露ξttF讐憲量為Ъ日貫暑急意号警
つい山道である。さて、あなたはどちら
を選びますか ?

― ― ― ―ヽ
・  

“

口 暉 暉 躍 調 尋 臓 t轟 L踊

看薔寺2塁2堕メ署の楽師こ呼ばれてい この位置から見た尾道市街の風景が
観光写真としてよ<使われている。

_まししりひF盲是〕歴客言ば横g「ヽ`答

言菖:言う:骨詈警言景:書:FI磐

薔昌あ曇啓ぶr褒霧憲怠:高
いので

置]」唇層重讐房需菅景詈曼』『冒F
云5ダ霞造菫獣モ干政壽|ま習楊薯各
展望台だつた。

辱濠査炉
と向東町左上の小島は力o島 北西方向に栗原の市街地が見える。

1■  ~1  ,●     , ・ ■

蜜釜異躇醤亀吾ΞF行 <。 左はプレ

羹鳥編世鼎奮田讐糖磐資登じFに市

車道を行<と曲り角に地蔵堂がある。

早馨需蕩誕肇蕩Pかな響瞥5冒員覧曾Fと
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左が自動車道。右が音の道。
下つて行<と尾道バイパスのガードに出
る。右にB蓮宗の「題目碑」がある。

頼山陽の遺墨燈籠。 約150前の
往来安全の燈籠である。

督醤3暴壺卜据居爆彗[f詈『81ま

尾道東高校の林実美子記念碑と常夜灯

校門を入ると右手の庭園に林芙美子の記念碑がある。「巷に来れば憩いあり 人間みな吾を

慰めて 煩悩滅除を歌うなり」と亥1ま れている。裏面の「林芙美子記念碑」の文字は川端康

成による題字である。碑文は「改造社版の新日本文学全集にのせられた写真を拡大したもの

である」。

大正五年、林芙美子一家が尾道に移り住むようになったのは「此町は、祭 りでもあるらし

い、降りてみんかやのう」(風琴と魚の町)と いうことからである。こうヒ/て芙美子は尾道第
二尋常小学校 (現土堂小学校)に入学する。一家は市内の住所を何度も変えているが、大正

六年に住んだのが官地醤油屋 (現在の喫茶芙美子)で、三階を間借りし′ている。大正九年に

はうずしお小路の南角にあった藤原タバコ店の二階に問借りした。

芙美子は大正七年尾道高等女学校に入学するが、当時は市立だった。卒業時には県立とな

り、県立尾道高女を卒業して上京する。当時の尾道高女の様子は『市立女学校』の作品によ

く描かれている。なお県立になってから「県女」と呼ばれたが、昭和 3年に開校された尾道

市立高等女学校は「市女」と呼ばれ、芙美子が通っていた学校とは別である。「市女」は栗原

本通りにあり、元栗原中学校があった場所である。昭和 24年に廃校となる。

辱予言讐鷺:鳳言‖墨Iを『晋曇瞑
;言:[:言詈i書::]1塁

辱]讐唇量Ξ曾暑承量昇要量畳濃筆雷香予g雪声

嚢嚢撃8篠碧島合P糞喜2行黒畠畿
の題字がある。

女学校時代の雰囲気を感じるレンガ
塀の道。市立から県立に移管される
が、林芙美子の小説「市立女学校」
には当時の様子が描かれている。

尾道東高校内の常夜灯

説明板には「簸内流茶道の内海自得斉」が頼山陽に揮裏してもらい、天保年間に山陽道沿

いの防地川に建てたもの。『往来安全標識灯籠』である。 _13-



山脇神社

県立尾道東高校 と久保小学校の間の道を上がって行 く。東高校の レンガ塀は女学校当時の

ものである。高台に通称 「山王さん」といっている「山脇神社」がある。「祭神は大山津美之

神であるが神仏混合の影響で山王大権現 として親 しまれてい る」。́棟札 には 「享保十二年

(1728)と ある。 (説明板による)

山王さんには、通常見かける狛犬でなく猿の石像が置かれているのが特色である。祭礼は

二月半ばに行われユカタ祭 りとして知 られ、夏祭 りのはしりである。かつて境内には榎の巨

木が鬱蒼 と茂 り気持ちが悪いほどだつた。現在は切 られて明るくなつている。

西郷寺 (時宗)

山門は応永二年 (1395)の創建で大一房住持発願で建立される。国重文 となつている。

本堂の美 しい形は、市立美術館の建物が模 している。扁額には「西江寺」 (文和三年 1354)

とあるが、江戸中期まではこのように書かれている。

本堂に入つて手をたたくと音が返つてくる。鳴き龍天丼である。

上がつて行<と「山脇神社」がある。 山脇神社の猿の石像。面白いのでよ
通称山王さんとD乎んでいる。     <観 察して欲しい。

元に戻つて西郷寺に行<。 時宗の西郷
寺山門。「大一房住持の発願によって

言革墓こ曇シ奮彗冒量
『 E芦

華壷姿薯

奎軍雰9番地テ|1電彊亀|ま皐3冦馨EF

．・　
学
風

小
た

・・　
保
え

西郷寺の本堂。市立美術館はこの本

量僣鼈ほ桑醤尾覺E崎景訣言F「曇

尾道市立久保小学校校舎

旧尾道第一尋常小学校で、昭和 8年に建設された尾道で最初の鉄筋コンクリー ト造りの校
舎である。がつしりとした重厚な造りは現在の建築物や学校校舎には見られない趣がある。
建築後 74年 と云うから、尾道の学校校舎近代化遺産に指定して欲しいものである。

正念寺

天正十三年 (1585)諸国を遊行していた同念上人が足を止めて、建立したという。

この寺には昔から延命水と呼ばれる井戸があり、今も名水として汲みに来る人がいる。

姜111::
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璽ニギIκ窪雰至天倉ま9宅需bれた。
防地□のガード。広<拡張されている。

彗竃恵駄」渋象愁雀菖冨毛ぶ雪P°

南に下ろ道。橋本別邸の庭は重機の
ところまであつた。

モ沢g態奮贅署2冒懸gし、雪けられ 路あ呆亀畠碧属界E己[宅嘱ξЪFま

市立図書館跡の問柱

ここに市立図書館があり、その名残の門柱である。『尾道案内』には「明治三十九年八月

四日 日露戦勝記念として創立せられ、私立尾道固書館と稽 し、久保町尾道勧商場楼模上に

於て開館し居たるも、大正三年市の経榮に移り、現在地に建築開館せりJと 書かれている。

当時の図書館は木造のがっしりとした建物で二階が閲覧室だった。 学生が多く利用して

いて、夜は9時まで開いていた。 9時になると電灯が点滅し、それが閉館の合図であつた。

昭和 36年 2月 に久保人幡神社の裏山にモルタル造りの新館がオープンする。だが設備も

充実せず狭いので旧市民病院跡 (以前は厚生病院と云つていた)に石材を使用した豪華な図

書館が開館した。平成 2年 H月 8日 のことである。

曇餡8竪言贖酔ヒ喬藷ι冦F萬選冒
当時のものである。 盗卜:干旱恥昌鮨覗

石屋助次 1と刻まれている。

-15-

厳島神社と八坂神社。明神さんとし
て地元では親しまれている。

図書館や浄土寺に行<道のガード。
手前の石積みとしンガは単線だつた
山陽鉄道 B寺代のものである。

庭の前の道路が掘られて、防地川の河
岸石垣が見えている。初めて見た。こ
の石垣も壊され下水管が設置される。

に下つていたo



厳島神社 (通称明神さん)

厳島神社は明神さんとして親しまれ、祭神は、市杵志摩姫命、端津姫命、田心姫命の三女

神で、江戸中期以前は築島で海の中にあった。

宝暦年間に埋立てられ新開となる。境内に入ると樹齢数百年と云ういちょうの古本があり

そばに珍しい形の「かんざし灯籠Jが建っている。

この灯籠には、若旦那とお茶子の悲しい恋物語があり、娘の幽霊が出て「かんざしを下さ

い」と云う声が聞かれたので、かんざし形の灯籠を建てて、娘の霊を慰めたという。その後

幽霊は出なくなつた (説明板を読んで下さい)

明神の狛犬

拝殿前の玉乗 り型狛犬を見て欲 しい。高さ 1.5m全長、1.3mあ り台座 と連なった一枚岩

に彫 り上げられている。この大きさと見事な彫 りが尾道石工の技を示 している。また奉納 し

た商人の経済力も見落 としてはならない。

願主は、向つて左の狛大には「富古屋兵助」とあり、文政四年 (1821)の年号が刻まれてい

る。右側の狛犬には「森岡屋」と刻まれ「天保八年」の年号がある。石工については「営所

在石工棟梁太助定光作」とある。

なお玉垣には、尾道市制記念 とあり、新地の商人関係の名前がある。

人坂神社

厳島神社に合祀されている人坂神社は、もと常称寺境内にあった。正応四年 (1291)に疫病
バ流行 したので、輌の祇園神社の神霊を受けて神輿一体を作 り、旧 6月 7日 から 14日 まで

析願祭礼をしたのが祇園さん (祭 り)の始ま りである。

その後明暦四年 (1658)に 三体神輿を作る。祇園祭が盛んとなったのは、宝暦年中からであ

り、神興は久保、十四日、土堂の三町にちなんでいる。

夏祭 りとして祇園祭は、夏の夜の夕涼みをかねて近隣各地か ら多 くの人々が集ま り参詣 し

た。現在は住吉祭 りの花火に人出が多く、昔の賑やかさはない。

入□横に変わった形の澄籠がある。
「かんざし燈籠」と1乎ばれ、悲しい

一 物語がある。

大き<立派な「玉乗り型」狛犬 (右
)。 尾道石工の技と意気込みを示す
狛犬である。台座に天保八年丁西五
月 (1837)と ある。

これが石段で、ここから低<なってい
るのは、埋め立てられた新地である。

在の狛犬。台座には辛文政四年六月
吉日 (1821)とある。

ヽ
１
１
１
１
４
１
１
１

量言『雪」[[誓Si曇
]重晨:テ

海に向ってゆるやかな坂道になって
いる石屋町。石屋が集中していて、
昭和20年代には両側に石屋が並んで
いた。今は石屋は一軒も無い。
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尾道石工と石造物

尾道の石工は常称寺大門を南に下る小路が「石屋町」とい う石屋が集中していた町である。

その他、石屋は島々から運ばれてきた花聞岩が積み下ろしの しやすい海岸にも多くあった。

昭和 20年代頃までは盛んに墓石や灯籠などを造 り、ノミの音が聞こえていた。尾道石工

の技術は特に優れ、大正天皇の御大典の時、石灯籠を宮内庁に献上 した。

尾道石工の活動を示す石造物 として松山市の湯釜薬師の石標に「享禄四年 (1531)石 工備

後尾道住□阿」の銘が残っている。尾道石工の手になる石造物は北前船によって、山陰、北

陸など日本海側 との交易が盛んになると相当搬出されている。これは帰 り船 として石材を積
むことでバラス トとして船の安定を図る役 目も兼ねたものであった。

石造物 として「鳥取市加露の加露神社の石灯篭」には「寛政十二年申 尾道石工勘十郎作」
とある。「新潟県佐渡島の小本町宿根木の石橋や神社の鳥居」も尾道石工の手になるもので

自山神社の鳥居には 「安永二年九月十五 日 施主高津勘四郎 石工備後国尾道石工与四郎

作」 とある。その他 「富山県新湊町庄西町 日枝神社の石灯篭」「富山県射水郡小郡待十社大

神の狛犬」など各地に残っている。私も山口県周防大島の油良人幡宮で 「弘化四未十二月」

(1847)の年号のある「尾道石工藤原小七郎正光作」 と刻まれた狛犬を見ている。
このように各地に散 らばっている尾道石工の石造物を確認す るのも興味あることである。

尾道酢

水尾町の角に 「カクホシ尾道酢」の会社がある。尾道酢は米酢で昭和 20年代には長江 口

に酢醸造の店が集まっていた。

尾道酢は江戸中期にかな りの店があつたとい う。造酢の原料には秋 田米が使われている。

これは「秋 田米は品質はよろしいが、小粒なのと砂が混 ざつているので、食料 としての商品

価値が低い。 しか し安価なので、そこに目をつけた商人が逆に力をいれたものらしい。」

明治 23年の統計によると、販売石数が一万石・三万三千円とあ り、九州、備前、備中、

阿波、石見、大阪などに送 られた。

言ド重量署島誉:言[有う峯晨L「醤 奎][言撞曇暑堡
[呈倉::『::曇  雀唇讐Я浸曇≧碁曇言「≦F摯雪誓

尾道の小路・町名      
軒あつたが、今はi

戦災による被害を受けなかった尾道は、戦前からの古い雰囲気が感 じられる小路や町名が

今も多 く残つている。小路の入 口に、名前を刻んだ石碑があるので気をつけて見て欲 しい。

<風呂ノ小路> 鉄道のガー ドまで続いているが、途中国道によつて切 られ、道がなくな

つている。

<勧商場> この道一帯に商店が並び、芝居小屋 も在ったと言 う。明治の初め、商家の子

どもを商人に養成する塾があったとい う。突き当た りは階段になっていてこ

の下は海であつた。

く石屋町> 昭和 20年代までは両側に石屋がず らりと並んでいたが、今では一軒も無い。

だが尾道石工の優れた技を示す石造物が各地の神社などに今 も残っている。

また北前船によつて北陸 0佐渡島などにも運ばれている。
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<水尾町> 熊野神社あた りの井戸から水が尾を引いたように流れていたので「水の尾小

路」と名づけられたとい う。現在では昔懐か しい水まつ りが復活 し、6月 の

祭 りとして賑わっている。

<神鎮小路> こんな小路の奥に神社がある。熊野神社 とい う。その西側に丼戸があつて

「水尾井」 と刻まれ、今も大切に使われている。

(中国新聞の記事を読んで下さい)井戸枠の内側に明治の年号がある。

<丹花 (たん詢小路> 古い尾道の小路の情緒を残しているところである。石段を上がると

町内安全の常夜灯がある。また井戸があり、整えられた井戸わくから

も大切にされていたことがわかる。尾道の街歩きは小路と共同井戸を

見るのが楽しい。そこには今も息づいている生活と大切に使われてい

る井戸から生活史がわかる。(中 国新間の記事を見て欲しい)

<今蔵(倉)小路> <三好小路> 大商人の邸宅跡からついた小路名である。

く小川小路> 豪商小川氏 (笠岡屋)の邸宅があった場所から名がついている。

<杓屋小路>(「十小路ともいう)ベニヤ文具店から諌見医院までの道をいう。本製の杓を

作る店があったからで、以前は「田面舟」を作る店があつた。

この道から国道を越えて長江通りに入つて行く道が音の道である。

く薬師堂> 中国銀行 (元西原銀行跡)か ら南に下る道で、道幅が広いのは東側半分が戦

時中の建物疎開で広げられたからである。

以前成福寺があって薬師如来が安置されていたことから、薬師堂と呼ばれる。

<浜ノ小路> 中浜通りに通じる道から呼び名がきている。

<津の国屋小路> 尾道郵便局南の道で津国屋の邸宅があった場所である。

<―里塚跡> 山崎清春商店東側の小路に一里塚があったといわれ、地名が残っている。

″l:

水尾町の通りを北に入る「神鎮小路」。
この奥、突き当たりに熊野神社がある。

熊野神社の鳥居と社。烏居には文政
六癸未五月とある。

境内に「皇太子殿下行華記念」と刻まれ
下に神社修繕寄附者の名前がある。

この狛犬が面白い。胴体は二つに割
れて、足が短い。こんな|こ 短い足の
狛犬は初めてである。

:|｀
■11-                t  

｀

水尾井と亥」まれた井戸枠。旧尾道町内
のいたるところに共同井戸がある。

-18-

西側の小路から出て行 <。



尾
道
市
中

心
部
の
本
通

り
商
店
街
の

東
側
。
通
り

一に
面
し
た
幅

一
・
五
層
の
路
地

を
進
む
と
、
石
畳
の
小
さ
な
広

場
に
出
る
。
そ
の

一
角
に
水
尾

井
戸
は
あ
る
。水
深
は
約
五
麻
。

江
戸
時
代
に
掘
ら
れ
た
豊
か
な

水
源
を
地
元
の
水
尾
町
町
内
会

（
十
三
世
帯
）
が
守
り
続
け
る
。

「お
茶
に
し
た
ら
、
水
道
水

と
比
べ
て
ま
ろ
や
か
さ
が
憲
る

で
違
う
」
。
青
々
と
し
た
水
面

を
の
ぞ
き
込
み
、
茶

・
茶
道
具

販
売
の
今
川
吉
弘
さ
ん
（
６２
）
が

自
慢
す
る
。　
一
九
二
五
年
ギ
■
一

帯
に
上
水
道
が
一
か
れ
る
ま
ｒ

は
住
民
が
調
理
用
や
風
呂
水
と
．

中 藪 新

本通の出□なら出てきた路地を見た
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常夜灯から見た小路の風景。昔の尾道の
面影がよ<残つているところである。

丹花小路。進d3Nと石段となり、常夜
灯がある。

西llJの小路に行<。 この道が丹花小路で
久保から長江に抜ける道であった。

言量量竃号優璽辱皆重‖量「
警宅暮k 3響類ζ厘竃ぶ霧bF宥警呈警b警悪OF
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丹花小路の石段を上がると、正面に福善寺が見える。この道から線路を越えて向こう側の
長江通 りに行けたが今は行 くことができない。福善寺の参道石段を上がると立派な山門があ
る。扇に精巧な 「鶴の丸」が彫ってあ り、昔から「ええもん (門)は福善寺 かたい (門 )
は持光寺」と云われてきた。「ええ門」を入ると「鷲の松」がある。 この寺は 「ミステ リー
イン尾道」の例会で行ったところである。

この寺にはいぃものがもう一つある。それが平田玉蘊の『雪中の松竹梅』で六枚の金の大
襖に描かれている。墓地は丹花城跡で、この城は持倉修理太夫則秀・子の右衛門太夫則保父
子の居城で、大きな「五輪塔」が二基ある。尾道で最大の五輪塔で、持倉父子の墓だと伝え
られノている。持倉氏は木梨杉原氏の家臣であった。

曇

「ええ門は福善寺 かたい門は持光
寺Jと言われた持光寺のかたい石の
問。立派な門である

言Z言::言:きS:,「
層f雪属言屋

福善寺

甲裾雰機ぶ呂奮夕
ころ。丹花

[唇露異憂獣置貫菫書抒手愚曇言F3

需景菖墨33「賢誉置無実看檀恙な

 ́             :¬ 二丁亀 |

い貶郵難「抒露言表

言民お票昌電層雪。持倉氏は本梨杉

11し

'｀

もう一つの小路の「八軒小路」に入つ
て行<。 ここを左に折れる。

国道側の杓屋小路入□にある磯の辮
天社。

.          =ゝ

:曇供異標登長「緩け雪鳥暑2は姑

』菫碁曇b薯景←恋掃罠猥菫呂崖汀8

しなら

。

か
るあ

い
　一

一剛
つ

名
思とヽ

が
？

る
な

あ
か

が
社

宮
神

ぁ
胡

菫
踊
螂
―
メ

=20-



/
/

・                      r

41‐滲||1劇||ミ|IIIIよ||＼
11S量已憾ζtti蓋壺)Sζ揚富ξ1111 

~`｀買
Iサ

1雑町
|五∫ill il1 111..`二

`   |  
■′/´   ノ

彗ISi財財蒟鰈ビ闇蜀・』■    ~｀)1、
躍「[″ょょ時|ギ

//
否||」 甲ヽ群椰襲聾驚脂艶囲鳳躍黎響塾11=           ちf‖il口 :)一

/｀
1『
後銀行l}誓

1   111
翌 :1   1■ ■響霧艇罪

「
Tギ 1 ■ ‐1銀          .ノ

ンヽ47′
 御調明

｀   1町
り ,

)/~t´｀`⌒、` _ンノqア嘲lU鮮いく魂μ語、暫戸蓑基i

嘘
1贔|:幕

11ふ襦 、ゴニ   ]W浙「ふるさとの銀行 (備後編)より
                 )1:l驚#サ

環Fi言
|

明治十一年、県下で最初に設立された第六十六銀行以降、昭和二十年に一県―行政
策によって芸備銀行 (昭和 25年に広島銀行と商号変更)に統合されるまでの備後
地方の銀行分布図。

尾道の銀行

明治五年「国立銀行条例」が公布され、明治九年には条例が改定されて国立銀行の設立が容

易となり、明治十二年までに百五十行あまりが設立申請を行った。

県内では明治十一年二月に最初の銀行として尾道町に、六十六番目とした第六十六国立銀

行が設立された。銀行の資本金は十人万円で、設立に関わった尾道商人は御二家と言われる

天野、橋本、島居家である。明治十二年設立された広島に本拠を置く第百四十六国立銀行は

資本金が八万円であった。これを見ても当時、尾道の経済力がいかに大きかったかが理解で

きる。 ところで 「国立銀行」の名称がついているが、国立ではなく私立の銀行である。

第六十六国立銀行は発券銀行 として独 自に銀行券を発行 していた。 (写真を参照)

銀行については『おのみち歴史博物館』を見学するので、展示物や写真などを見てください。

:早|[[::[[:][[:3§
:lSZ

杏握F8渇絡鷺響9彙質窪橋爆零冦gP
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住吉浜と住吉神社                      ,
江戸中期頃から中継貿易港として日本海から北前船の入港が増加し、商品流通が盛んにな

ると荷揚場の拡張が迫られる。そのため中央海岸に近い海岸を埋立てるこ_と になつた。

元文六年 (寛保元年)(1741)に藝州藩は平山角左衛門尚住を尾道奉行に任命し、中浜通

りより南を埋める築港工事に着手させた。奉行の下に町役人として豪商で町年寄りの鰯屋三

郎右衛門、泉屋彦右衛門やその他商人たちが参加し、654坪を埋立てた。

築港が完成すると平山角左衛門は、浄土寺境内にあつた海上神の住吉明神社に家伝の刀を

奉納して神明に感謝し、神社を住吉浜に勧請 した。境内には「平山霊神社」も祀られている。

尾道商人たちは平山奉行の功績を讃えて、明治 29年に浜問屋の人々によつて「平山奉行

頌徳碑」が建てられている。尾道市は平山角左衛門を尾道の港発展の恩人として「尾道名誉

市民」している。墓は広島から浄土寺に移されている。

なお住吉神社の境内には「文政三年庚辰六月吉日」(1820)の年号が刻まれた標柱がある。

これは県内最古の標柱である。

完成した住吉浜に北前船が着くと、日本海側の物資である庄内米、越後米、ほしか、塩ぶ

り、北海道産の昆布、にしんなどが取引された。尾道から北陸地域への下り荷として塩、酒、

酢、たたみ表、錨、綿などが運ばれた。また尾道石工による石造物もあつた。

菫愚含暑F望星畠震葉角詈旨F8銅 言ξttξ[:」展警じ署業曇雪瞥「

今も残っている「がんぎ」 船に荷
物を積み込んだり降ろしたりするの
に必要な石段である。

住吉神社の社殿。平山奉行を祀つた

「平山霊神社」もある。

平山奉行頌徳碑。平山角左衛門は尾
道市の名誉市民である。
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塩ぶり市

浄土寺の宝物館には、住吉浜から東浜にかけて「ぶり市」開催の大絵馬がある。ぶり市は

幕末から明勢末頃まで開かれていた。その塩ぶりを使った「雑煮」が尾道商人のメニューで
あつた。塩ぶりが入ってこなくなると、地元で取れる「あなご」を入れるのが一般家庭での

雑煮となる。だが昔からの商家では今もぶりを入れた雑煮を続けている家もある。
'次の資料を読んでください。

「尾道のお正月」雑煮の話

2006年 1月 22日 (日 )

尾道学研究会例会『尾道のお正月』
天野家お雑煮 穴子ではなく塩ぶり
浄土寺に残る「鰤(ぶり)市」を由来に

テ動を着実に積み重ねていこうという尾道学研究
会が、先日第2回 目となる新春例会を開催した。
今回のテーマは『尾道のお正月～味わいと語ら

いのタベ』と題して、市文化財保護委員・天野安
治氏のお宅に伝わるお雑煮を参会者皆で頂きつつ、
尾道の雑煮・正月談義で新春を寿ぐ例会となつた。
尾道の旧家・天野家伝承のお雑煮は、主流のア

ナゴではなく塩プリを入れる雑煮で、このプリを
日間塩漬けにするのが特徴といえる。その他具
には金時人参・ゴポウ・里芋・大根・水菜の野菜
に、餅は通常の丸餅。ダシは昆布とカツオ。盛

り付けも上品で、大根の上に餅を載せ (これはお
椀に餅がつかぬ配慮 )、 その上に野菜類を彩りよ
く盛り付ける。
天野先生による雑煮の解説に始まり、日本列島

及び広島県各地の雑煮文化を勉強した (以下にレ
ポート掲載 )。

躙轍颯聰酢
って来た歴史がある。明治になりこれが諸品株式
会社になるわけだが、そこで尾道へ入つて来る塩
プリの取引をする市が年末に立っていた。
昔は生のブリという事はこの辺りではあり得ず、

みな塩プリであつた。その大量に入つて来る塩プ
りの代金の決済を、諸品の方で引き受けてやつて
いた様である(代金を徴収して支払う、その間に
一時的に貸し付けもする)。 そういう由縁で必然
的に塩プリが身近にあるという事から、これを雑
煮に使う様になつたのではないかと思う。

浄土寺の絵馬 (鰤市 )

昌慮魯響亀鬱管否響剛まれ、北
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近世初期から明治期の豪商と尾道の経済

尾道町は毛利氏によっても重視 され、豪商の渋谷、泉屋、笠岡屋などが御用商人 として力

を持っていた。福島氏の時代になっても尾道では五人の年寄 と六十人の月行事の衆議によっ

て「自治」組織が運営されていた。寛永十二年 (1638)の地詰帳 (検地)に よると、最 も多

く屋敷を所有 していたのは笠岡屋である。

だが浅野氏の時代になると「自治」的機構は解体 して、正徳五年 (1715)に 尾道町奉行が

置かれ、町方組織による用務が執行 されていく。寛文年間になると北前船が寄港 し、中継的

問屋 として商品流通が展開 していく。

灰屋 (橋本家)や鰯屋 (勝島家)な どの有力問屋は、北陸の米、ほしかや北九り11、 山陰、

北四国の米、雑穀など諸国の物産を預か り宿、転売を中心 とす る商事取引関係を結んでいた。

元文五年 (1740)に はこれ ら有力問屋は 65件の問屋株を定め、特権化するようになる。

灰屋は蝦夷箱館 と商事を行 う特権を得て、尾道か ら古手物 (古着 )、 碇などを移出している。

有力問屋である鰯屋へは、寛政十二年 (1801)の一年間に入船 した船は 388艘である。

化政期頃になると北国、九州か ら尾道港への廻船が減少 し、尾道の有力間屋は経営不振に陥

ち文政以降、幕末にかけ笠岡屋、鰯屋、塗屋、唐津屋などの間屋が没落 していつた。

これに対 して藩は諸品会所を開設 し、商業資本の融通を図 り弱体化 した尾道問屋に対 して

てこ入れをするが、もとの盛況を取 り戻すには至 らなかつた。

明治維新後は、橋本吉兵衛、天野嘉四郎、島居儀右衛門など有力問屋や新興商家などが出

資 した第六十六銀行の設立で尾道経済界は動いてい く。

尾道の富鏡

幕末になると全国的に富義が開催 されてくる。小 さな場合は民間の興行であったが、藩財
政が苦 しくなると各藩で行われるようになる。

広島藩では官島、尾道、御手洗、下蒲刈、三ノ瀬などで開催 されている。尾道の富鍛は宝

暦二年 (1752)に行われたと記録がある。天保か ら文久の頃は特に盛んに行われていた。
表面的には幕府の禁令下のもとであるため、藩営の形はとっていないが実質は藩営であっ

た。富数の名称は幕府に遠慮 して特産物の名を付けていた。

尾道は『 畳表入札』の名称で行われ藩内最大のものであった、数のや り方は、富箱の上に
またが り突き子が当り札を突き木駒を取 り出す方法であった。最大の当た り義は 「千両富」
で江戸・大坂ではまれな大富であった。藝州藩での富鍛興行は、文久三年から明治二年間で
は前後十二回あり、藩の利益は平均 1千両ほどで藩の収入 となった。

|む首″1去 入 れ 興 行 の 図 (11立 ■■●メm点)
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郵f更局前の小路。築出小路となって
いるが津の国屋小路とも言う。この
道も広げられている。

霧ビ 奄習曇婆壁黎し早暑居2菅でま雪:5を

辺
る

ｏ

海
い
た

で
い

臨
筋
わ

小
浮
名

堂
に
ら

御
水
か

浮
海
と

お
え

『口， 一一工罐中商『け一
饉 A 騨 :

Ⅲl■ ■ゝ薔tた

尾
竃層蕎室薫雲黒馨型≦奄詈古曇督ヒ

なる。

′ 1878m`:o● 1,FJt,1贅 .ll凧Ⅲ取0幡翅 尽●ユ 江戸饉ヽから :

|

費奄菖務冒肇竪曾男だ轟暮暑轟Ъ『
島

商工会議所のマーク。鶴が図案化されて
いる。尾道の港は鶴湾といわれることか
ら鶴を図案化したのが多い。鶴を用いた
校章では「尾道東高の羽根を広げた鴨、
尾道商業の折鶴」などがある。

会議所のそばにある「奉行所跡」。
この附近に奉行所があった。

桂馬蒲鉾店横の道を石畳小路と云うがア
スフアルト舗装で石が見えない。

この小路陶近に尾道―里塚があった。
塚本という地名が残つている。この近
<|こある山崎刃物店あたりに本陣があ
ったという。

戦前の感じがまだ残つている「うず
潮小路」。 海岸1貝]に林芙美子の碑
がある。

うずしあ小路横にある「喫茶芙美子」
林芙美子一家|まこの二階に間借りし

ていた。元は宮地醤泊屋である。

商工会議所の議場。当時のままである。
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ごrど ,日

終点の芙美子像前。 蒼言言言[慧li言言:ittF』ξ

林美美子の著書から尾道の情景を見る

林芙美子の作品には、大正から昭不0初期の尾道の様子が活写されている。それらの作品を読むと懐か

しさがこみ上げて<る。

尾道に関わる作品として、『市立女単校』『一人の生涯』『初旅』『故郷の琴』『田舎がえり』

『風番と魚のBII』 『放浪記 第二部』などがある。

『放浪記 第二部』 尾道に着いたのが夜。むつと道のほてりが裾の中にはいって来る。とんかん、

とんかん鐵を打つ音がしてゐる。)夕臭い匂ひがする。少しもなつかし<はないくせに、なつかしい空

気を吸ふ。土堂の通りは矢0ったひとの顔ばかりなので、暗い線路添ひを歩<。

星がきらきら光つてゐる。轟が四国いちめん鴫きたててゐる。鐵道草の白い花がぽおっと線路添ひ

に咲いている。神武天皇さんの社務所の裏で、小學校の高い石の段々を見上げる。右側は高い本構。

この高架橋を渡って、私ははだしで學校へ行つたことを思ひだす。線路添ひの細い路地に出ると

『ばんよりはいりゃせんかフ』と魚屋が、平べったいたらひを頭に乗せて呼責りして歩いてゐる。

夜鉤りの魚を晩選りと云つて漁師口Iから女衆が買りに来るのだ。持光寺の石段下に、母の三階借り

の家をたづねる。

1日 山陽道は踏み切りを渡って西に続 <。

L々 な藝ごとがさかんであった。BIIを歩いてみると三

:まかい畳を敷いて、鐘や茶釘を飾ってある葉茶屋の

iとか云ふ花の活けてある家などがあつて、女學校に

1行<頃になると、みなそれぞれ、女の子たちは色々なものを習ひはじめてゐた。

『 田舎帰り』 尾道の駅には昼すぎについた。新しい果物屋、新しい自転車屋、新しい桟橋、何か昔

と違つた新鮮な03に変わつていた。道も立派になり女車掌の乗つている銀色のバスが通つているけ

ど、今だに音と変わらないのは、魚臭いことだ。
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大元山古境の饉

田田義之

古境時代を前・中・後期の 3期に分ける

区分法によると、それまで古壇文化の中心

として栄えた神辺平野周辺には目立った古

墳が見られない、なぜだろうか…。

二通りの解釈がある。一つは、この時期、

備後南部は吉備の勢力下にあって、強大な

吉備政権に統合されていたとする考えだ。

古墳時代中期といえば、吉備の中枢では「造

山」「作山」という畿内の天皇陵に匹敵する

巨大吉墳が築かれた時代である。造山古壌

|ま全長360メ ー トルと全国第 4位の規模

を誇 り、一説によると五世紀半ばでは日本

最大の吉境であったという。同時期、畿内

にはこの古崚に匹敵する古墳は築かれなか

つたとし`うのだから、その被葬者の権力の

ほどが想像される。ある学者は造山古墳の

主は「倭王Jに違いないという。

しかし、別の見方もある。この時期、備

後南部の支配者は、自己の境墓を神辺平野

ではなく、松永湾岸に築いたとする考えだ。

事実、松永湾岸には五世紀代の大型古境が

連続的に築かれている。神村町の松本古墳

は全長 50メ ー トルの帆立貝式古境で、後

円部のみでも径 40メ ー トルに達する大古

墳である。また、尾道市高須町の黒崎山宙

墳は、形の整った前方後円墳で、破壊前の

測量では 70メ ー トルの規模を持ってt・た。

だが、 50メ ……卜′しや 70メ ‐―トリレでは

やや説得力に欠ける。相手は 300メ ー ト

ルを越える大古墳なのだ。

ところが、この説を補強する有力な証拠

が現れた。黒崎山宙墳の北東側に存在 した

「大元山古崚Jの全長は 150メ ー トルあ

つたとする証言だ。この吉墳は今まで全長

50メ ー トルの小型の前方後円墳であつた

と紹介されてきた。広大の潮見浩教授が『 日

本考古学年報』 17号で発表された「広島

県尾道市黒崎山吉墳」の中で、大元山古墳

の規模を全長 50メ ー トルの前方後円墳と

記されたからだ。

この古壊の跡である尾道市の1日 浄水場に

立つて見ると、地形から50メ ー トルの前

方後円壌とはとても思えない。麓からの観

察では相当な大古墳に思える。有力な証言

がある。実際にこの古境の破壊に立ち会わ

れた故村上正名先生|ま、筆者に大元山の吉

墳の方が黒崎山吉墳よりはるかに大きかつ

たと証言された。また、尾道市の考古学者

森重彰文氏も筆者の質問に、50メー トル

は 150メ ー トルの誤植だと答えられた。

大元山古墳が全長 150メ ー トルの大前

方後円境であつたとすると、これは立派な

地域の大首長墓である。この時期、備後南

部は吉備中枢の支配下にあつたのではなく、

吉備中枢と並んで大和朝廷の構成員であつ

たことになる。なぜ、古境を松永湾岸に築

いたのかの謎は残るが…。




